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追加距離30m地盤高の変化
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横断図 No.82
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11工区（測線№工区（測線№8282）の各地点地盤高の変化）の各地点地盤高の変化

追加距離60m

追加距離30m

追加距離100m

石積護岸沖合の各地点の地盤高の変化を時系列でみると、侵食・堆積に

一定の傾向はみられない。
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合
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１工区（測線１工区（測線No.82No.82）における）における泥分の割合の変化の変化
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※泥分は、シルト分と粘土分の割合の合計

ハビタット

澪 筋

ハビタット

砂混じりシルト

ハビタット

砂混じりシルト

検証場所 検証の対象外 検証場所

0 50m

Ｎ
塩浜二丁目

1m

1m

№78 №79 №80 №81 №82 №83 №83+13.4m

塩浜二丁目

№82

検証基準：
検証場所における
泥分の割合が40％※
を超えないこと。

2-4. 底質（粒度組成）関する検証結果

※工事区域周辺で通年にわたって
確認できるアサリの底質に対する
嗜好を踏まえて設定した基準値。
（H18～19年度委員会で設定）



1工区(No.82)　100m

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H18年
4月
施工前

H18年
9月

H19年
4月

H19年
8月

H19年
9月

台風通過後

H20年
4月

H20年
9月

H21年
4月

H22年
9月

H21年
4月

H22年
9月

1工区(No.82)　90m

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H18年
4月
施工前

H18年
9月

H19年
4月

H19年
8月

H19年
9月

台風通過後

H20年
4月

H20年
9月

H21年
4月

H21年
9月

H22年
4月

H22年
9月

1工区(No.82)　80m

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H18年
4月
施工前

H18年
9月

H19年
4月

H19年
8月

H19年
9月

台風通過後

H20年
4月

H20年
9月

H21年
4月

H21年
9月

H22年
4月

H22年
9月

1工区(No.82)　のり先22m

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H18年
4月
施工前

H18年
9月

H19年
4月

H19年
8月

H19年
9月

台風通過後

H20年
4月

H20年
9月

H21年
4月

H21年
9月

H22年
4月

H22年
9月

1工区(No.82)　26m

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H18年
4月
施工前

H18年
9月

H19年
4月

H19年
8月

H19年
9月

台風通過後

H20年
4月

H20年
9月

H21年
4月

H21年
9月

H22年
4月

H22年
9月

1工区(No.82)　30m

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H18年
4月
施工前

H18年
9月

H19年
4月

H19年
8月

H19年
9月

台風通過後

H20年
4月

H20年
9月

H21年
4月

H21年
9月

H22年
4月

H22年
9月

横断図 No.82

-3

-2

-1

0

1

2

3

4

5

6

-10 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

追加距離(m)

A.P.(m) H18年3月

H18年9月

H19年9月

H20年9月

H21年9月

H22年9月

22m

26m
30m

80m

90m 100m

追加距離
22m

追加距離
26m

追加距離
30m

追加距離
80m

追加距離
90m

追加距離
100m

施工前
施工後
約4年

１工区１工区((測線測線No.82)No.82)

追加距離ごとの粒度組成経時変化
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2-5. 目標達成基準２に対する検証と評価

周辺海底地形に洗掘等の著しい変化が生じないこと
目標
達成
基準２

海底地形に関する検証基準

 検証箇所（のり先）における施工前と施工後約４年の地形変化は15㎝
であり、海底地形に関する検証基準「施工前海底面に対して±50㎝」を
満たしていた。

底質（粒度）に関する検証基準

 泥分の割合は、検証箇所である離岸距離22m～30m、及び80m～100
ｍでは、20%以下の値であり、底質（粒度）に関する検証基準「泥分の
割合が40％を超えないこと」を満たしていた。

検証

結果

海底地形、底質（粒度）ともに、季節的な変動等はみられるものの、
現在までのところ著しい変化は確認できない。

工事4
年後の
評価

26



（１） 目的・方法：
水鳥の場の利用への影響の有無を把握するため、年1回、
施工箇所周辺で水鳥の観察を行っている専門家へのヒアリング
を行う。

（２） ヒアリング実施概要：
塩浜地区の周辺で水鳥の観察を行っている方からヒアリング
を実施した。

○水鳥研究会 箕輪義隆様

Ⅱ．水鳥に関するヒアリング結果

2727

（３） ヒアリング結果
① 観察場所について
⇒塩浜沿岸全域を観察して

いる。

観察範囲図（H21年度ヒアリング結果と同じ）
※矢印は陸上からの観察方向

箕輪様の観察範囲

Ⅱ．水鳥に関するヒアリング結果
2828

⇒ 塩浜2丁目における昨年9月の

ヒアリング実施時から現在まで

の水鳥の飛来状況については、

特に変化はみられない。

② 護岸改修前後の水鳥の
飛来状況について

⇒ 塩浜2丁目は、もともと鳥類が少ない箇所であり、護岸の改修工事後も鳥

は少なく確認状況に変化はみられない。沖合には、スズガモ、ハジロカイツ

ブリの姿がみられる。



③ その他の意見

⇒改修後の石積護岸の水鳥の利用については、観察されてい

ない。（釣り人等の）人の出入りが多いことが、利用されない

要因として考えられる。

Ⅱ．水鳥に関するヒアリング結果

2929
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沖合（100m地点）
項目

時期 層 上層下層上層下層上層下層上層下層
施工前 H18年3月 11.0 10.9 31.0 31.0 10.5 10.4 8.2 8.2
約1ヵ月後 H18年9月 24.7 24.7 27.0 28.0 4.5 4.4 7.6 7.6
約5ヵ月後 H19年1月 11.5 11.6 31.0 31.0 6.9 7.0 7.9 7.9
約8ヵ月後 H18年4月 14.2 14.3 30.0 30.0 10.4 10.2 8.6 8.6
約1年後 H19年8月 29.7 29.9 25.8 26.0 7.8 7.7 7.9 7.9
約1年5ヵ月後 H20年1月 7.3 8.3 32.0 33.0 7.0 6.8 8.0 8.0
約1年8ヵ月後※ H20年4月
約2年後 H20年9月 28.4 26.5 22.0 21.4 10.6 9.5 8.1 8.0
約2年5ヵ月後 H21年1月 8.3 8.3 31.8 31.7 8.3 8.1 8.3 8.2
約2年8ヵ月後※ H21年4月
約3年後 H21年9月 23.5 23.6 32.1 32.3 4.1 3.0 8.1 8.1
約3年5ヵ月後 H22年1月
約3年8ヵ月後※ H22年4月
約4年後 H22年9月 26.9 26.9 24.1 24.2 4.2 4.2 7.7 7.7

潮間帯のみ観察のため100m地点データなし
11.1 29.0 6.1 8.1

水温(℃) 塩分 DO(mg/L) ｐH

12.7 31.0 7.0 8.1

8.713.231.417.5

のり先付近（30m地点）
項目 水温塩分 DO ｐH

時期 層 ℃ ㎎/L
施工前 H18年3月 12.0 30.6 10.1 8.2
約1ヵ月後 H18年9月 26.0 27.4 5.3 7.6
約5ヵ月後 H19年1月 11.4 31.4 7.1 7.9
約8ヵ月後 H19年4月 14.3 29.9 7.8 8.3
約1年後 H19年8月 31.1 26.1 7.8 7.8
約1年5ヵ月後 H20年1月 8.3 32.0 7.7 8.0
約1年8ヵ月後 H20年4月 12.9 31.0 6.4 8.1
約2年後 H20年9月 30.3 9.9 13.2 8.4
約2年5ヵ月後 H21年1月 8.5 31.8 8.3 8.3
約2年8ヵ月後 H21年4月 17.9 31.5 12.0 8.6
約3年後 H21年9月 24.1 32.2 3.7 8.1
約3年5ヵ月後 H22年1月 8.3 33.0 9.4 7.7
約3年8ヵ月後 H22年4月 11.2 28.8 5.8 8.1
約4年後 H22年9月 27.0 24.1 4.4 7.7

資料資料ーー１１..生物調査時の水質測定結果（生物調査時の水質測定結果（11工区測線工区測線No.82No.82））

のり先（のり先（30m30m付近）付近）

沖合（沖合（100m100m付近）付近）

資-1

※印の時期の水質は、測定時の
水深が0.3mであったため、1層
のみ計測。

①① 種類数種類数

２工区における施工後の潮間帯動物の種類数比較（ベルトトランセクト法）
種類数／0.25㎡

捨 石

H.W.L. AP+2.10m

L.W.L. AP+0.00m
低潮帯

中潮帯

高潮帯

潮間帯

石積護岸（現在は中詰め捨石）

※種類数には魚類を含む。

塩浜二丁目
1工区
（No.82)

L-2
（No.58)

2工区
（No.46)

資料－２. 生物調査（２工区、乱積み部、L-2）の状況

※2工区の検証・評価は被覆石
施工後に行う。

施工後約３年経過した捨石における潮間帯動物の種類数は、1工区と同様に、夏季に増加し冬季
に減少するという季節変動が認められるが、経年的には施工前の水準まで達している。

（１）２工区(施工後約3年)の状況

資-2資-2
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中潮帯付近の石積み間隙の中潮帯付近の石積み間隙の
ケフサイソガニケフサイソガニ

中中潮帯潮帯のマガキの付着状況のマガキの付着状況高潮帯高潮帯ののイワイワフジツボフジツボ

②② 捨石周辺の潮間帯生物、底生生物の状況捨石周辺の潮間帯生物、底生生物の状況

資-3資-3

中潮帯石積み護岸上の中潮帯石積み護岸上の
イボニシイボニシ

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

H19年4月 H19年8月 H20年1月 H20年4月 H20年9月 H21年1月 H21年4月 H21年9月 H22年1月 H22年4月 H22年9月

施工前 1ヵ月後 5ヵ月後 8ヵ月後 1年後 1年
5ヵ月後

1年
8ヵ月後

2年後 2年
5ヵ月後

2年
8ヵ月後

3年後

被
度
（
％
）

マガキ イワフジツボ 尋常海綿綱 カンザシゴカイ科 タテジマフジツボ

③２工区(No.46)における潮間帯動物の定着状況（低潮帯）※魚類は除く。
個体数／㎡
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④２工区(No.46)における潮間帯動物の定着状況（中潮帯）※魚類は除く。
個体数／㎡
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個体数／㎡

⑤２工区(No.46)における潮間帯動物の定着状況（高潮帯）
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⑥⑥ ２工区２工区(No.46)における潮間帯における潮間帯植物の定着状況の定着状況

中潮帯

低潮帯

高潮帯 高潮帯は、施工前、施工後とも潮間帯植物はみられない。高潮帯は、施工前、施工後とも潮間帯植物はみられない。

出現
なし

中
詰
め
捨
石
の
施
工 出現なし

中
詰
め
捨
石
の
施
工
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出現
なし

出現
なし 出現なし

（2） 乱積み施工部
（施工後約３年）の状況

高高潮帯のタマキビガイ潮帯のタマキビガイ

中潮帯付近の石積み上で中潮帯付近の石積み上で
確認されたマゴチ確認されたマゴチ

低低潮帯の石積み間隙で確認され潮帯の石積み間隙で確認され
たイシガニたイシガニ

施工後3年が経過した乱積み部施工部でも、
1工区の代表測線と同様の潮間帯生物の
出現状況となっている。

中中潮帯の石積み間隙で確認され潮帯の石積み間隙で確認され
たケフサイソガニたケフサイソガニ

資-8資-8



低潮帯と中潮帯では石積み部における付着性動物の種類数が増え、
高潮帯では施工前の優占種であったイワフジツボやタマキビガイが確
認されるようになった。

高潮帯の石表面に付着する高潮帯の石表面に付着する
イワフジツボイワフジツボ

中潮帯の中潮帯の石表面に付着する石表面に付着する
マガキマガキ

中潮帯のカキ殻で確認された中潮帯のカキ殻で確認された
ケフサイソガニケフサイソガニ

資-9資-9

（3） L-2（測線No.58、施工後約2年3ヵ月）の状況

低低潮帯の潮帯の石表面石表面で確認されたで確認された
チチブ属とイボニシチチブ属とイボニシ

１工区周辺域の面的な海底地形の変化１工区周辺域の面的な海底地形の変化

平成18年3月（施工前）とと平成22年9月（施工後約４年）の比較の比較

砂つけ試験

1工区周辺では施工後４年間で、
±0.5mを超えるような大きな
地形変化はみられなかった。

資-10資-10

資料－３．地形調査結果関連図表



横　断　図 No.58（測線L-2）
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H20年6月に捨石が施工された。追加距離20～30m及び60～100mで変動が見ら
れるが、著しい地形変化はみられない。

H19年度に捨石が施工された。のり先付近から追加距離50m及び80～90mで変
動が見られるが、著しい地形変化はみられない。

塩浜二丁目
1工区
（No.82)

L-2
（No.58)

2工区
（No.46)

捨石

横　断　図 No.46（２工区）
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地形調査 施工前後の横断形状（L-2、2工区）
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護岸改修範囲前面の侵食・堆積の状況

（１）（１） H21H21年年99月～月～H22H22年年99月の月の11年間の侵食・堆積年間の侵食・堆積
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H21年9月からH22年9月までの1年間は、澪筋沖合側の水深-1～-1.5m周辺を中心
に侵食の範囲があるが、変動量はほとんど0.2mの範囲内であり小さい。
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（２）（２） H19H19年年99月～月～H22H22年年99月の月の33年間の侵食・堆積年間の侵食・堆積
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改修範囲全域の測量を開始したH19年9月からH22年9月までの3年間は、広く堆積傾向
のエリアがみられるが、堆積量はほとんどの地点で0.2m以下の範囲内での変化である。
また、最大の侵食・堆積の変化量は±0.4mであり、現時点で著しい侵食・堆積の傾向は
見られない。

※護岸改修範囲全域の測量はH19年9月から行っているため、H19年9月との比較をとった。
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資料－４.底質（粒度組成）

調査結果関連図表

１工区（測線No.82）

4年間の変化は、追加距離40～60mの澪筋部
で、シルト・粘土分の含有量が変動しているが、
それ以外では大きな組成の変化はみられない。
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横断図 No.82
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測線L-2（測線No.58）

捨石施工前から現在までに追加距離
90m付近でシルト分の変動が見られる
が、その他は大きな変化はみられない。
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横　断　図 No.58（測線L-2）
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2工区（測線No.46）

横　断　図 No.46（２工区）
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資料-5. 沖合500m区間の地形と粒度組成の変化
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